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事務連絡

平成２１年３月１６日
各　学　校　長　　　様

総 務 福 利 課 長

引率旅行にかかるバス代の算出方法について

　このことについては、従来から多くの問い合わせが学校から寄せられており、その際には下記の算出方法で行うよう、助言・指導してきたところです。しかしながら、教職員の生徒等への徴収事務の簡素化や生徒の金銭的負担の軽減を図るためとして、端数処理を10円単位で行う、または生徒から一定額を徴収し、残金を教員で人頭割りする等、様々な算出方法で計算されている事例が散見され、その取扱いが統一されていない状態となっています。　　　

県としては公金の支出という観点から、安易に公金の負担を増加すべきではなく、また本来その教員等が負担すべき合理的な必要経費を旅費として支給すべきであるということから、下記のとおり取り扱うこととしましたので、適正な処理がされますよう職員への周知及びご指導をお願いします。

なお、下記により難い事例がありましたら総務福利課までご相談ください。

記

１　算出方法

1 バス代請求額を同乗した者の総人数（乗務員(運転手及びバスガイド)を除く）で除する

②　①において算出された金額で、円未満について切り捨てた金額を生徒一人当たりの負担額とする

③　請求額総額から、②により算出した生徒一人当たりの負担額に生徒数を乗じた額を除いた金額を教員等の負担総額とする

④　③により算出した教員等の負担総額を教員等の人数で除する

⑤　④により生じた端数については教員等で「２算出方法の具体例」により適宜調整する


２　算出方法の具体例

· バス代請求額　132,000円

· 参加人数内訳　教員4名、生徒75名の場合

132,000円÷79名＝1,670．886･･･円　

生徒一人当たりの負担額＝1,670円　　（※円未満切捨て）
生徒負担額総額＝1,670×75名＝125,250円

教員負担総額＝132,000円（請求額）－125,250円（生徒負担総額）＝6,750円

教員一人当たりの負担額＝6,750円÷4名＝1,687．5円

教員で下記調整例のとおり適宜調整

　　　　（調整例１）　均等に端数処理

Ａ教諭　1,687円

　　　　　　　　　　　　Ｂ教諭　1,687円

　　　　　　　　　　　　Ｃ教諭　1,688円

　　　　　　　　　　　　Ｄ教諭　1,688円

　　　　（調整例２）　１円未満の端数を１名に集中処理

Ａ教諭　1,687円

　　　　　　　　　　　　Ｂ教諭　1,687円

　　　　　　　　　　　　Ｃ教諭　1,687円

　　　　　　　　　　　　Ｄ教諭　1,689円
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